
まどのほうをみますと、まどのそとは、もういちめんに、かえるが、や

まのようにおしよせて、あっちへ、おしあい、こっちへ、ヘしあい、た

いへんなさわぎです。おまけに、そのしゃべること。「ぐれーれ、ぐれ

ーれ、れろれろ」「つらら、つらら」ひめは、いっしょうけんめい、お

おきなこえをだして、「ちょっと、まってちょうだい。そんなに、おす

と、べっどが、こわれてしまうよ。そんなにしゃべると、あたしのみみ

が、こわれてしまうよ」と、さけびましたが、かえるたちは、なおもい

っしょうけんめいに、のぞきこんでしゃべります。ひめは、もうしにも

のぐるいになって、かえるたちのあたまをふみつけて、おもてにとびだ

しましたが、もんのところまでくると、またおどろきました。おしゃべ

りひめは、かえるのおしゃべりに、おどろいて、かえるのびょういんか

ら、とびだして、おもてへにげだしましたが、おもてもんをでてみると

そとは、りっぱなかえるのまちです。そうして、そのまちが、どこまで

も、どこまでも、かえるばかりで、でんしゃも、じどうしゃも、かえる

でうまったまま、うごかなくなって、ならんでいます。そこへ、おしゃ

べりひめが、とびだしたので、いままでよりも、いっそうおおさわぎと

なって、「がーがーわーわー」と、まるで、あらしのように、さわぎだ

します。ひめは、むちゅうになって、かえるのあたまを、ふみつけなが

ら、まちのそとへにげだしました。のはらでも、はや


